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加こしろ、3年後・6軒紛ことなのでスター

トをつい先じのばしがら

しかも、その剛こなるt思ったより金額があが

勺ているのがふつうです二(入学時にかかるお

金を国立大学の場合でみても、この110年間て

約10倍。当時~Uても予想、もで、きなかった数

字です)

目標を高めに設定してお(ωこれが教育資金

積み立てのポイントEいえましょう。

a理軍事1Z音量管伽@

ご入学、ご進学おめでtうございまも

でも、教育lこかかるお金もそれなりlこあがって

きて、たいへんです仏

tころて家計の中ではひt口に教育関連費
~tて扱われます於 r教育費Je. r;教育資金J

は区別して考えましょう。

教育費u主、 PTA会費や学用払いろんな
月謝なE毎月の決まった出費のこtてだい

たいの予測もっき、管理もしやすいも仇よ〈考え

なりiiばならないのは、入学金なE入学時に

まとのて支払う教育資金のは3て主

弓矢育費」と
「教育資金」は
違いま友
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歯の衛生週間に開催全閣の学校、オフィスを巡回サービス団地をまわる動く歯科センター口腔衛生の意識が高まっています二私たちの中

仁歯を犬切にする気持於少しずつ、少しず

つ育っています二お口の健康づ〈りを願うライォ

ン歯磨では今、この確かな芽をパックアッフ。

するため、各分野で地道な口腔衛生普及活

動を展開。世界初の口腔衛生率による「たん

ぽぽ運動Jや「さ叫ん1:1:':運動」などを通じて、一

町 職-，
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毎年6月4臼から拍まる歯の歯止週間にちなみ、よい7ーに正

しい衡のみがき方を教える目的で全国的な規棋で行なわ札

る〈衝の摂典みです二歯H医悶昔、宇佐歯科匝師会など町
ご協力て二昭和7年の第1同士会以来、今年で宥¥34回目を迎

えていますミライオン曲曙ではこの世に 〈僚と F町fi'噛同

コンクールにもt~貸していますL

大正司古から輔けている当社内歯みがき巡回サ』ピスで1'"

全国の小学技、幼稚園を訪ねて、歯みがき指導をする地，

最近では産業界、つまり企圏内オフィス.工場で働〈人々

の悔の樟麿柑植などのサービスをしています3最近1年間

の担割は理回数日目回、対象者障も臼0，∞0人に遣してL・
:tすエ

昭和4.年に曲まったli~子町b吟吹田世帯生骨亙活動です.

軒し〈誕生した口腔衛生車(スカイ号、フラワー号、フJレーッ
ーす)と共に、地壇歯科医師会と当社内面生士が主に団地や

劫確聞を訪ね、フッ素!!11布や歯の正しいみがき古などを指i'
し幼児町剣町従班詰断をしています.

歩一歩歯の犬切さを日本全国の方々 にご理解

いが品、ちρますLだれもカiいつまでも健康L1定

しい歯でL、られる一一一これが口腔衛生を願っ

て8的三、ライオシ悩踏の変わらd噸いなので式
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然
に
助
け
、
助
け
ら
れ
つ
り
、
皆
で
食
べ
た
と
き
は
、
楽
し
ゅ

一

つ
二
人
で
歩
い
て
お
り
ま
す
う
ち
に
う
と
ざ
い
ま
し
た
よ
』

白

い
ま
の
よ
う
な
状
態
に
』
最
後
に
フ
ジ
テ
レ
ビ
「
斜
理
の

H

.
週
七
回
の
講
殺
と
実
罰
、
テ
レ
ピ
窓
」
の
プ
ロ
デ
ュ
ト
サ
I
板
持
淳
子

一

…
の
害
容
は
フ
ジ
テ
レ
ビ
が
ま
と
氏
の
江
上
栄
子
宮
裂
が
ゆ
き
と

司

-
r
i
H
A
-
:
主
E事
且
E
HE
正
4
9

附
め
て
こ
1
一
ニ
本
づ
ヲ
、
関
丙
テ
レ
ど
い
て
す
べ
て
に
完
ぺ
き
』

一

事

tて
は
、
町
や
村
に
お
祭
り
一
内
」

〉

…

ピ
三
t
芸
そ
の
間
に
嫁

・
平

家

に

は

長

女

・
集
美
さ
ん
♀

一

i
l
i
l
i
-
-
1
1
6
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

ル
母
と
さ
ま
ざ
ま
な
役
測
り
を
ζ
な
す
八
歳

・
学
習
院
大
)
と
中
学
生
の
種

苧

、

に

〉

1
ぅ
、
一
民
l
z，
‘

一

サ
イ
ズ

2九
円
五
宗
十
九

2ω
ス

ー

パ

ー

レ

デ

ィ

ー

。

警

ん

(

一

塁

。

一

生
p
h
日

告

表

忘

れ

お

く

一

二

襲
、
=

一

万

五

千

円

。

て

君

主

禁

済

ん

だ

ら

、

一

・

一

く

し

ま
ケ
ン
ヒ
山
羊
皮
の
ケ
l
ス
一
"
l
i
l
-
-
h
i
l
l
i
t
-
-
1
・
l
i
l
t
-ト

lh

六
月
十
九
日
は
父
の
日
で
す
。
ど
う
一
ワ
ニ
革
、
十
九
万
千
円
。
じ
断
輸
入
時
一

一

-

で
し
ょ
う
、
一

実

世

界

の

一

習

を

一

計

毒

一

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

製

の

く

し

と

爪

や

す

P
一
日
本
書
虫
ハ
階
美
術
サ
ロ
ン
で
六
月
一
を
受
け
た
D
、
警
も
ら
う
と
き
1

窓

は
り
と
ん
で
n
あ
っ
u
と
い
わ
せ
て
み

一
ハ
ン
カ
チ
l
フ
は
ジ
パ
リ
ジ
l。
プ
一
が
ち
さ
れ
て
い
る
。
二
千
四
百

一十
五
日
ま
で
関
か
れ
て

い

る

。

一

口
で
変
払
う
自
己
負
担
分
を
助
成
す
る

よ
う
と
思
い
ま
せ
ん
か
。
一
ル
l
地
福
島
の
ス
ト
ラ
イ
プ
で
飽
一
円
札
入
れ
と
く
し
で
一
一
一
万
平
喜
一
一
番
で
は
「
自
覆
」
「
警
の
鰻
一
も
の
で
す
。

売
署
長
内
し
て
み
ま
し
ょ
え
一
き
の
こ
な
い
す
っ
き
り
し
た
感
当
大
一
月
一
男
と
も
一
高
主
語
。

一魚
」
倭
絵
〔
や
ま
と
ろ
の
「
二
人
裸

一

六
十
五
歳
以
上
の
震
で
、
本
人
の

(

小

田

急

事

事

ご

一

判

サ

イ

ズ

、
警

%
、
三
千
八
百
円
、

て

フ

イ

タ

i

カ
ル
テ
ィ
エ
。
主
婦
」
読
書
舗
の
図
」
な
ど
管
も
あ
一
所
得
が
一
定
額
(
た
と
え
ば
扶
養
護

時

計

と

ハ

シ

カ

チ

l

フ

一

二
附
意
書
。
時
計
と
ハ
ン
カ
チ
で
一
品
ヤ
神
般
の
大
円
華
デ
ザ
イ
ヒ
一
わ
せ
て
約
三
十
点
を
出
品
、
男
も
す
一
の
数
在
宅
収
入
金
額
三
五
万

時

計

は

?

で

有

委

イ

シ

タ

l

一

二

十

二

万

平

円

一

色

弓

ゴ

ー

ル

ド

二

十

ミ

ク

ロ

ジ

一

る
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一

円

)

以

F
の
人
で
す
が
、
善
事

ナ
シ
ョ
ナ
ル
。
繍
文
字
の
シ
ン
プ
ル
な
一

園

田

思

瞳

韓

韓

関

一
の
金
メ
ッ
キ
に
綱
手
管
て
あ
る
。
一

1

1

1

1

1

一
存
て
い
る
な
ど
医
療
富
己
負
担
の

由

園

田

闘

臨

醐

鱒

醐

醐

一

-
v
p

同

1

1

1

二

一

お

知

ら

せ

一

一

考

金
療
一
な
い
人
は
対
象
に
な
ら
な
い
。

デ
ザ
イ
ン
ス
テ
ン
レ
ス
製
、
ベ
ル
ト
は

函

園

圏

園

調

逼

盟

関

瞳

三

一

一

-
圃

圃

薗

暗

闇

q
J
M輔
購
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J
1
i
j
b
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;
一
証
七
月
一
日
か
ら
考
人
医
療
費
助
成

一

対
象
者
に
は
斉
一
白
ま
で
に
新
医

国

富

盟

明

ー九
時

種

甜

一

瞬

監

鹿

島

醗

一

製
に
警
察
涯
が
更
新
さ
れ
ま
す

一
線
涯
が
届
く
は
ず
で
、
属
か
な
い
場
合

圃
圃
掴
闇
醐
醐
輔
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-一
一回一

点
幽
園
田
園
圃
圃
圃
咽

aE圃
m

一乙
の
制
度
仲
血
病
院
や
診
療
所
で
診
療

-
は
窓
口
へ。

圃
盟
関
醐
鴫

州
;
一
盗
一

角幽
圃
圃
醐
醐
歯
w

一

i
l
i
t
-
-
:
{』
1
t
i
l
l

聞

湖
均
リ
寸
1
4臨
機
織

ω-b睡
で

由

園
圃
園
田
園
闘
園
田
園
同
点

。
一

る
と
、
と
主
人
の
配
偶
者
搾
除
は
受
け

一
一

時

世

艦

掴

一

竺

薗

圃

園

田

町

ニ

1
11
J

ら
れ
な
く
な
り
そ

二
十
九
万
円
を

隣

ト

ー

』

臨

醐

醐

圏

一

3

蹴

際

関

凶

つ

一

一

税

金

と

一

と

え

る

と

、

今
度
は
パ
1
ト
収
入
そ
の

薗

園

田

園

掴

薗

圏

盟

盟

亡

国

圃

圃

圃

圃

園

周

一
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-
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も
の
に
も
裂
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か
り
ま
す
。

国
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園
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一

一

ゑ
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一

で
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体
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-よ
う
な
形
に
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っ
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い
る
も
の
が
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い
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・
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ボ
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。
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岨
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D
た
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式
よ
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も
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量
生
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に
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品
川
l
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1
4必
V
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F
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困
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・

'
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』
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a

一

『

E

1

、

J

、

a

、

4

・
」

ノ

】

t

一き
く
ワ
ン
タ
ッ
チ
が
出
ま
わ
っ
て
、
安

一一
V
も
の
J
J
千
五
F
円
〈
ら
い
か
ら
。
布

、

、

t
'
Z
ト

ヘ

ノ

仁

ゴ

ノ

P
L

一も
シ
ン
も
し
っか
P
し
て
い
る
。
四
干

し
カ
カ
ズ
サ

d
ま

〔

点

、

才

一

円

前
後
の
も
の
が
売
れ
ゆ
き
が
よ
い
。

圭

Em-
-z==========-EE--
可

喜

三

=

=

E

三

三

=

=

=

主

主

三

宅

一

中

の

心

棒

が

木

製

の

太

中

(

き

な

か

〉

:

一
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
ニ
デ
1
フ
ェ
ー
ス

梅
雨
の
写
節
に
は
い
る
。
こ
と
し
は
一
た
。

年
む
と
に

V
4や
阪
な
ど
に
あ
わ
一
プ

μン
ト
系
が
流
行
、
色
彩
も
は
な
や
一

一

一

一で
、
ち
ょ
っ
と
高
く
て
五
千
円
以
上
。

ど
う
だ
ろ
う
か
。
ジ
メ
ジ
メ
と
長
い

一せ
て
傘
を
選
ぶ
傾
向
に
な
っ
て
、
お
年
一
か
に
柄
も
多
様
化
し
て
格
子
や
殻
何
学
一

一

一

一
ひ
と
く
ち
に
言
っ
て
モ
ダ
ン
な
柄
を
洋

司
一か
、
意
外
に
カ
ラ
ッ
と
し
て
い
る
か
。

一を
召
し
た
婦
人
も
挙
活
模
様
の
手
一
襲
、
大
胆
な
タ
ッ
チ
の
シ
マ
模
様
な
一
事
好
み
に
あ
わ
せ
て
号

人

が

衣

服

一い
ず
れ
に
し
て
も
急
に
ハ
ダ
寒
い
と
忠
一
を
お
嬢
さ
ん
と
共
用
に
し
て
い
る
の
も
一
品
類
も
多
い
。
「
プ
-
フ
ン
ド
物
」
と
一
と
い
え

間
一
造
反
対
に
じ
っ
と
D
汗
ば
ん
だ
b
一
珍
ら
し
く
な
い
。
殿
宮
存
じ
と
、
一
い
わ
れ
る
一一ナ

-D
そ
ピ
エ
I
ル
一
男
君
、
獲
量
色
を
し
た
幾
何

郵
一
の
、
う
っ
き
じ
い
や
宇
一
郎
。
一
黒
や
紺
一
色
か
ら
へ
v
J
シ
ン
、
柄
物
を
一

・
カ
ル
ダ
ン
、
ワ
ン
ガ
ロ
、
ハ
ナ
エ
・
一

問
一
せ
め
て
身
の
闘
差
別
る
く
裂
し
く
一
使
う
さ
つ
に
な
っ
た
と
い
う
。
察
降
一
雪
な
ど
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
サ
イ
ン
入
一
九
日
時
[
刊
誌
内
幻

第
一
つ
く
b
な
し
て
気
持
を
引
き
立
て
た
い
一
っ
て
、
逆
に
外
出
し
+
守
な
る
よ
う
な
一

D
の
も
の
も
あ
る
が
、
売
れ
ゆ
き
は
足
一

一

一

一

一

の

が
ど
ん
ど
ん
出
て
い
る
。

一も
の
。
一
気
に
入
っ
た
カ
サ
を
お
求
め
に
な
っ
て
一
ぷ
み
状
態
。
か
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
は
布
-
1

梅
雨
と
い
え
ば
カ
サ
。
そ
の
カ
サ
が
一
は
?
一
が
二
百
に
な
っ
て
外
側
は
熊
端
、
内
側

こ
と
し
は
一
段
と
カ
ラ
フ
ル
に
な
っ
一
婦
人
用
の
愈
は
、
こ
と
し
の
容
か
ら
一
の
布
は
花
模
様
で
、
ふ
ち
が
裕
ぴ
口
の

種
類
も
い
ろ
い
ろ
取
り
そ
ろ
え
て
H

一

新

宿

ス

テ

ー

シ

ョ

ン

ピ

ル

デ

パ

ー

ト

で

・

寸

日

常
生
活
に
も
便
利
。
ア
メ
刀
カ

製

。

寸

I
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-
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1
1
1
1
1
1
1
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-

-

一
ラ
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y
l
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一

食
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た
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な
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司
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寸

町

一

日
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幻
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問
日
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ハ
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只

百

一

ブ

ロ

ー

チ

一

F
r
i
l
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一
一
月
大
理
石
風
テ
ー
ブ
ル
二
万
円
無

世
の
中
、
い
つ
な
に
が
濁
る
ゆ
か

司

引

配
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l
四
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八

白

L
m一
東

急

百

貨

庖

【

室
長
横
一
地
じ
ゅ
う
た
欠
千
百
円

ン

グ

ら
な
い
。
山
の
謀
、
大

地

震

竺

7
2
J
d
J
刊
い
い
は
十
一

み
か
ん
(
四
0
0
り
た
ま
と
(
六
一
…
底
、
塁
織
さ
科
書
】
(
角
一

(
6月
日
日
1
m
g
お
と
さ
ん

ヨ

ン

縁

と

は

申

せ

ま

ぜ

ん

な

。

「

|
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ニ

、

只

百

L
g巴
チ
1
2
6
0
巴
ク
こ
す
日
か
ら
〉
中
元
ギ
フ
ト
セ
ン
タ
ー
あ
り
が
と
う
セ
l
ル
一
一
一
階
洋
品
売

シ

;

そ
こ
で
、
カ
ナ
ダ
森
林
野
備
隊
や
ア
い
い
で
す
か
、
台
の
上
で
布
を
裁
つ
ザ
カ
!
(
六
O
O巴
い
ず
れ
も
本
物

…一一一

枚
五
百
円
ペ
ー
ス
に
し
た
が
フ
ト
カ
一
場
、
六
月
十
九
日
の
。
〈
の
日
プ
レ
ゼ
ン

一

ィ

メ
H
J

カ
の
民
間
航
空
機
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
時
机
の
上
で
新
聞
を
切
り
放
く
時
に
と
ま
ち
が
う
出
来
栄
え
。

E
Z
¥
叶

一
守
i

ド
、
食
品
主
フ
ト
刀
l
ド
な
ど
を
中
一
ト
商
品
。

テ

デ

の
必
携
の
品
と
さ
れ
て
い
る
、
サ
パ
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繰
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じ
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ま
に
な
っ
て
う
ま
く
使
え
ま
ロ
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H

ド

0
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O
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一

元
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5
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げ
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〉
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'

パ
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-
Y
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生
き
の
び
る
た
め
の
な
い
経
験
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あ
る
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し
ょ
之
官
官
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あ
る
於
そ
れ
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除
け
ば

ι
一

【嘉
言
(
員
百
占
日
)
一
ャ
ン
ス
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館
、
夏
の
罰
大
す
出

宿
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話
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出
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れ
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の
ア
ン
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ル
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く
り
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襲
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新
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。
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な
よ
の
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。
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げ
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で
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方
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る
。
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明治園周

コヨ..n"uP
ョ・-a-JLト

‘明治フラY;b'Yアヨーグルトは甘味の

ないフ・ちーンタイフ可ケすから、いろ

も、ろなが料理にご利用いただけますL

レろいろ工夫して思いがりないおい

しさを策しんで〈ださい.

・フルーツ、ケーキtこ添えて

・ジャムやハオ、ーをかけて

・肉・魚h廻のつけあわせに
・ジュ巴Lスや牛芋しにミックスして

・スムフ二シチューに

健康で盟かな生活を・・・

⑬田君主翌朝

いつもの日曜日より、ちょっ主早起きしてパンづ〈りなんでいか

がですヵ、たのしいてすよ。台の上に生地を叩きつりるのは、パパの

仕事。約150回、 10-15分も叩きつけれiえちょとした運動にもなり、
できあがったバンもいっそうおいしいとトうもの。叩きつけたパン

生地は、約1時間、 30.C位の暖かいところで醗酵させてから、いよいよ

形づ〈り。パパはダイナミックに、ママはカッコよしそして、お子

さんは可愛らししあとはオープンで仕上げますL待ちEおしい焼き

あがり。わが家でつ〈った、焼きたてのパンのおいしさは格別です。

それにとても経済的ですL

. 
務明治事t諜

む

71.1ーコ日清銀粉li皆械の費量な声を製品にいかしてゆ(ために
「i肖費者サーヒ'スセンター(%:r03-1i60-3128)Jを，(it¥tτいます二


